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層状構造超伝導体についての論文 のテーマ を枚挙 した後, Tc上側 において

ゆ らぎによ り療著 に現われ る層に垂直方向の余分の反磁性帯磁率 の計算 を紹介

した｡

物質は遷移金属 のカルコゲン化物 で, TaS2等 である｡ この種の物ノ質にはカ

ル コゲンが密につ まってできた各層の間に ピリジン等 を容 易に挿入 できて,眉
o O

間の距 離 を 6Aか ら60Aの間で大 き く変 え得 る｡超伝導性相転移はすべての

層 の電子が関与 して一定の温度 で起 きるので 3次元的 であるが,相転移 に伴 う
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層状構造超伝導体について

比 熱等 の異常 は眉 間 の距離 によらず,エ ン トロピーの変化 は圧倒的 に電子 の相

関か らきて いる e 構造 を反映 して臨界磁場,臨界電流 , Tc上 側 のゆ らぎによ

る余分 の反磁性帯磁率, AX,等 は著 しい異方性 を示す｡

AXについては T･Tsuzuki(1)ぉ よび 筆者 (2)の独立な計算 がある.筆者 は
(3)

LawrenceとDoniach が提案 した GL自由エネルギー を使 って層に垂直方向

の AX を求 め, purelimitでは GL方程式の係数 αが [8が k2BT2/7((3)EF]×

bg(1/T｡)となる ことに留意 して, これ を.G｡b｡11｡達 (4♭測定値 と比べた｡

EF=870kBととるとT- 4- 30Kの間 でよ くあい, EFの値が少 し小 さめ

ではあるが, この方向 で AX が理解 できる ことがわかったO 文献(1)の計算 とは基

本的に同 じであ るが,柏隣 る層 のオーダーパ ラメーターの間 の結合 エネル ギー

の係数 は文献 (3)の ものの 2倍 が正 しい と思 われ る｡

文献 (1)T･Tsuzuki,Phys･Letters旦工生(1971)159･ (2)K｡Yamaji,

phys･Letters38A(1972)43. (3)W･E｡LawrenceandS･Donisch,

proc･LT12,p･3611 (4) J.H･Geballeetall,Phys･Rev･Letteri

27(1971)314.

2･A- 15構造金属間化合物 超伝導体 について

東北大 理 馬場康経 ,真木和 美

高い結界温度 を持 つ とい う事 か ら, V3Si,Nb3Si等 の A-15構造 を持 つ

金属間化合物 は興味 のある物質 である｡物理的性質 をあげ てみ る と,

(1) Tcの高いもの (Nb3Sn,V3 Si)は立 方相 (高温 )-正方相 (低温 )のマ

ルテ ンサイ ト変態 をす る｡
1),2)

(2) Tcの高 い ものにおいては音速,超音波減衰 係数 ,帯磁率 等 が強い温度依存

性 を示 す｡
1),3),4)

(3) 圧力 による Tc の変化 はほ とん ど線型 である｡5)v3Ⅹ類 は (∂Tc/∂p)
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